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公
園
で
涼
を

感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
！

伊佐沼公園伊佐沼公園伊佐沼公園

表
通
り
裏
通
り

暑
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
い
か
が
お
過
ご
し
で
す

か
？
　
冷
房
の
効
い
た
家
の
中
は
快
適
で
す
が
、
冷
え
す
ぎ

る
の
は
健
康
に
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。
屋
外
で
自
然
が
作
り
出

す
涼
し
さ
を
、
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
!?

こ
こ
で
は
市
内

に
あ
る
、
水
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
る
公
園
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

＊
天
候
に
は
十
分
に
注
意
し
て
、
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

伊
佐
沼
公
園
（
伊い

佐さ

沼ぬ
ま

）

園
内
の
水
遊
び
場
で
は
、
多
く
の

子
ど
も
た
ち
が
水
浴
び
を
し
て
い
ま

し
た
。
水
深
は
浅
く
、
小
さ
な
滝
も

あ
り
、
大
人
気
。
親
子
で
い
っ
し
ょ

に
水
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

木
陰
が
多
く
夏
場
で
も
過
ご
し
や
す

く
な
っ
て
い
ま
す
。

仙
波
河
岸
史
跡
公
園（
仙せ

ん

波ば

町ま
ち

四
丁
目
）

駐
車
場
側
の
入
り
口
近
く
の
小
さ

な
沢
で
、
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
げ
に

遊
ん
で
い
ま
し
た
。
園
内
に
は
、
遊

歩
道
や
水
辺

の
上
を
歩
く

こ
と
が
で
き

る
デ
ッ
キ
が

あ
り
ま
す
。

ま
た
、
仙
波

河
岸
跡
と
し

て
、
新
河
岸

川
舟
運
の
面

影
を
伝
え
て

い
る
、
歴
史

公
園
と
な
っ
て
い
ま
す
。

濯
紫
公
園
（
喜き

多た

町ま
ち

）

入
り
口
の

近
く
に
あ
る

階
段
を
下
る

と
、
す
ぐ
そ

こ
は
新
河
岸

川
。
あ
ず
ま

や
で
、
川
の

流
れ
の
音
や

暑
さ
に
負
け

ず
に
遊
具
で
遊
ぶ
子
ど
も
た
ち
の
歓

声
を
聴
き
な
が
ら
、
ひ
と
と
き
を
過

ご
し
て
は
い
か
が
で
す
か
。

安
比
奈
親
水
公
園
（
安あ

比い

奈な

新し
ん

田で
ん

）

入
間
川
の
河
川
敷
を
利
用
し
た
、

約
十
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
広
さ
が
あ
る

公
園
で
す
。
園
内
に
は
、
橋
の
上
か

ら
魚
な
ど
を
観
察
す
る
こ
と
が
で
き

る
水
路
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
広
場
・
野

草
園
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
川
や
木
陰

な
ど
で
涼
み
な
が
ら
、
家
族
で
過
ご

す
の
に
最
適
な
公
園
で
す
。

初
雁か

り

公
園
（
郭く

る
わ

町ま
ち

二
丁
目
）

初
雁
公
園
の
プ
ー
ル
は
、
涼
を
求

め
、
多
く
の
皆
さ
ん
で
に
ぎ
わ
っ
て

い
ま
す
。四
種
類
の
プ
ー
ル
が
あ
り
、

大
人
二
百
円
・
高
校
生
百
円
・
小
中

学
生
五
十
円
で
、
二
時
間
楽
し
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。
同
公
園
は
、
旧
川

越
城
本
丸
跡
に
あ
り
、
本
丸
御
殿
や

ナ
イ
タ
ー
設
備
の
整
っ
た
野
球
場
が

あ
り
ま
す
。

川
越
水
上
公
園
（
池
辺

い
け
の
べ

）

ウ
オ
ー
タ
ー
ス
ラ
イ
ダ
ー
や
流
れ

る
プ
ー
ル
が
人
気
の
同
公
園
。ま
た
、

プ
ー
ル
以
外
に
も
、
緑
に
囲
ま
れ
た

修
景
池
・
複
合
遊
具
の
あ
る
広
々
と

し
た
自
由
広
場
・
河
川
敷
に
残
る
自

然
を
生
か
し
た
散
策
路
な
ど
が
楽
し

め
ま
す
。

国道16号

 

国
道
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４
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国
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２
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昭
和
五
十
八
年
に
市
主
催
の
朗
読
講
習
会
に
参
加
し
た

こ
と
を
き
っ
か
け
に
音
訳
を
始
め
、
現
在
も
活
動
を
続
け

て
い
る
五
人
の
皆
さ
ん
。
当
初
、
子
ど
も
に
上
手
に
読
み

聞
か
せ
を
し
た
い
と
思
い
、
講
習
会
に
参
加
し
た
方
が
多

か
っ
た
そ
う
で
す
。
し
か
し
、
講
習
会
の
終
了
時
に
は
、

身
に
付
け
た
技
術
を
み
ん
な
の
た
め
に
役
立
て
ら
れ
な
い

か
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
こ
ろ
中
央
図
書
館
で
は
、
音
訳
者
を
募
集
し
て
い

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
当
時
「
風
の
会
」
と
い
う
グ
ル
ー
プ

を
つ
く
り
、
第
一
期
生
と
し
て
登
録
。
初
め
の
こ
ろ
は
、

音
訳
を
行
い
な
が
ら
、さ
ら
に
技
術
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、

講
習
会
な
ど
に
参
加
し
て
勉
強
を
重
ね
ま
し
た
。

現
在
、
登
録
し
て
い
る
音
訳
者
は
、
五
十
二
人
い
ま
す
。

活
動
は
、
視
覚
障
害
者
が
個
人
で
利
用
す
る
た
め
の
、
本

の
テ
ー
プ
吹
き
込
み
や
対
面
朗
読
が
主
な
活
動
で
す
。
音

訳
は
文
字
と
違
っ
て
、
同
音
異
義
語
な
ど
こ
と
ば
の
微
妙

な
違
い
を
出
す
こ
と
が
難
し

く
、
ま
た
、
自
分
の
感
情
を
入

れ
す
ぎ
ず
に
音
訳
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
「
こ
れ
か
ら
も
、

人
の
ぬ
く
も
り
の
あ
る
情
報

を
、
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
」
と
て
い
ね
い
に
話
す
、

代
表
を
務
め
る
橋は

し

本も
と

美み

恵え

子こ

さ

ん
（
63
歳
・
む
さ
し
野の

）。

川越市の面積は109.16椙

まちのできごと 109
ト ー ク

パレット
夢を追いかけた夏！

春の県大会を制した、市立川越高校野球部。夏の大

会では、19年ぶりの甲子園出場を狙いました。第１シ

ードで臨んだ今回の大会は朝霞高校戦、城西川越高校

戦に勝利しました。立教新座高校との対戦は、０対１

で惜しくも敗退。「みんな、よく頑張ってくれました。

夢をありがとう」と、新
あら

井
い

清
きよ

司
し

監督。３年生の思いを引き継ぎ、翌日から２年生を中心とした新

体制で、甲子園を目指して練習を再開しました。新たな野球部の出発です。

縦笛で伝統を承継

市
立
図
書
館
音
訳
者
第
一
期
生

人

川

越

47

対城西川越高校戦でランニングホームランを打った遠藤選手対城西川越高校戦でランニングホームランを打った遠藤選手対城西川越高校戦でランニングホームランを打った遠藤選手

将来の川越の姿は？

左上から、楠川宣子さん・木戸靖子さん左上から、楠川宣子さん・木戸靖子さん左上から、楠川宣子さん・木戸靖子さん
山戸かほるさん・橋本さん・三浦高子さん山戸かほるさん・橋本さん・三浦高子さん山戸かほるさん・橋本さん・三浦高子さん

暗くなってから、境内で行われた獅子舞

７月19日・20日に赤城神社（福
ふく

田
だ

）で

市指定無形民俗文化財「福田の獅子舞」が

行われました。この獅子舞の笛は、縦笛が

中心です。地域では横笛を吹ける方が少な

くなってしまったため、小学生が吹くこと

ができる縦笛を使うようになりました。地域の子どもたちは、小学４

年生から祭りの曲の練習を始め、伝統を受け継いでいきます。

村回りで縦笛を吹く小学生村回りで縦笛を吹く小学生村回りで縦笛を吹く小学生

応援に力が入ります応援に力が入ります応援に力が入ります

川越の将来の姿を柔軟な発想で考える「まちかど講評会」が、７月

20日・21日に旧鶴川座（連
れん

雀
じゃく

町
ちょう

）で開催されました。東洋大学工学部

の皆さんが、「旧山崎家別邸」（松
まつ

江
え

町
ちょう

２丁目）とその周辺地域を活用

した、新たな交流の場となる「まちなか交流館」の設計提案を行いま

した。会場には、約170点の中から優秀な作品が23点並べられました。

訪れた皆さんは、新しい感覚の詰まった模型などの作品を見ながら、

説明を熱心に聴いていました。 作品の説明を聴く、来場した皆さん


